
証券コード　6881
2023年6月7日

株 主 各 位
長野県上伊那郡箕輪町大字三日町482番地1

株 式 会 社 キ ョ ウ デ ン
代表取締役社長 永 沼 　 弘

第41回定時株主総会招集ご通知
拝啓　平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申しあげます。
　さて、当社第41回定時株主総会を下記により開催いたしますので、ご通知申しあげま
す。

　本株主総会の招集に際しては、株主総会参考書類等の内容である情報（電子提供措置事
項）について電子提供措置をとっており、インターネット上の以下の各ウェブサイトに掲
載しておりますので、いずれかのウェブサイトにアクセスのうえ、ご確認くださいますよ
うお願い申しあげます。

【当社ウェブサイト】
https://www.kyoden.co.jp
（上記ウェブサイトにアクセスいただき、メニューより「ＩＲ・投資家情報」「投資家
の皆さまへ」「株主総会」を順に選択いただき、ご確認ください。）

【株主総会資料　掲載ウェブサイト】
https://d.sokai.jp/6881/teiji/

【東京証券取引所ウェブサイト（東証上場会社情報サービス）】
https://www2.jpx.co.jp/tseHpFront/JJK010010Action.do?Show=Show
（上記の東証ウェブサイトにアクセスいただき、「銘柄名（会社名）」に「キョウデ
ン」又は「コード」に当社証券コード「６８８１」を入力・検索し、「基本情報」「縦
覧書類/PR情報」を順に選択して、「縦覧書類」にある「株主総会招集通知/株主総会資
料」欄よりご確認ください。）

　なお、当日のご出席に代えて、書面によって議決権を行使することができますので、お
手数ながら後記の株主総会参考書類をご検討のうえ、本招集ご通知とあわせてお送りする
議決権行使書用紙に議案に対する賛否をご表示いただき、2023年6月28日（水曜日）の
営業時間の終了時（午後5時15分）までに到着するようご返送くださいますようお願い申
しあげます。

敬 具
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1． 日　時 2023年6月29日（木曜日）午前11時
2． 場　所 長野県上伊那郡箕輪町大字中箕輪8288番地1

IPHキョウデンハウス　デビューテホール
（末尾の会場ご案内図をご参照ください。）

3． 会議の目的事項
報告事項 1. 第41期（2022年4月1日から2023年3月31日まで）事業報

告、連結計算書類ならびに会計監査人及び監査役会の連結計算
書類監査結果報告の件

2. 第41期（2022年4月1日から2023年3月31日まで）計算書類
報告の件

決議事項
第1号議案 取締役6名選任の件
第2号議案 監査役2名選任の件

4． 招集にあたっての決定事項（議決権行使についてのご案内）
書面（郵送）により議決権を行使された場合の議決権行使書において、議案に対す
る賛否の表示がない場合は、賛成の表示があったものとしてお取り扱いいたしま
す。

     

記

以 上

○当日ご出席の際は、お手数ながら本招集ご通知とあわせてお送りする議決権行使書用紙
を会場受付にご提出くださいますようお願い申しあげます。

〇電子提供措置事項に修正が生じた場合は、上記インターネット上の各ウェブサイトにお
いて、その旨、修正前及び修正後の事項を掲載いたします。

○本株主総会においては、書面交付請求の有無にかかわらず、一律に電子提供措置事項を
記載した書面をお送りいたします。なお、電子提供措置事項のうち、次の事項につきま
しては、法令及び当社定款第13条の規定に基づき、お送りする書面には記載しており
ません。
①【事業報告】の「業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況」
②【連結計算書類】の「連結株主資本等変動計算書」「連結注記表」
③【計算書類】の「株主資本等変動計算書」「個別注記表」
したがいまして、当該書面に記載している事業報告、連結計算書類及び計算書類は、
会計監査人が会計監査報告を、監査役が監査報告を作成するに際して監査をした対象
書類の一部であります。
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（ 2022年 4 月 1 日から
2023年 3 月31日まで ）

事　　業　　報　　告

1．企業集団の現況
⑴　当事業年度の事業の状況

①事業の経過及び成果
　当連結会計年度における経済環境概要は、新型コロナウイルス感染症による行動
制限が緩和されたことに伴い経済活動の正常化に向かう動きが見られました。一
方、長期化するウクライナ情勢、世界各国の中央銀行が政策金利を引き上げたこと
による影響など、景気の先行きは依然として不透明な状況となっております。
　このような環境のもと、当連結会計年度の売上高は前期比16.3％増の66,725百
万円、EBITDAは前期比0.1％減の7,252百万円、営業利益は前期比17.1％減の
4,226百万円、経常利益は前期比20.9％減の4,040百万円、親会社株主に帰属する
当期純利益は前期比22.5％減の2,900百万円となりました。
　なお、EBITDA（営業利益＋減価償却費）を重要な経営指標と位置づけ、今期よ
りEBITDAを業績指標に採用しております。

セグメントの業績は、次のとおりであります。
（電子事業）

　国内電子事業に関しましては、5G・IoT関連需要に伴う受注増加により引き続
き堅調に推移しました。一方、海外電子事業につきましては、第3四半期会計期
間以降、車載関連分野で半導体や部品不足による生産調整の影響が続き受注が低
迷したことにより、累計期間の売上高は前年を若干下回る結果となりました。こ
のような環境のもと、電子事業全体の売上高は前期比14.9％増の52,476百万
円、EBITDAは前期比2.0％減の6,013百万円、セグメント利益は前期比23.6％
減の3,214百万円となりました。

（工業材料事業）
　国内製造業が力強さに欠けるものの回復基調にあることや資源価格の上昇、円
安を背景にグラスファイバー原料、金属系原料・窯業原料の販売が伸びた一方
で、公共事業向けの都市インフラ関連製品が低調でした。利益面では、急激に円
安が進んだことにより原材料や電気料金を含めたエネルギー価格が高騰しており
収益を下押しする状況が続いております。その結果、売上高は前期比21.8％増
の14,248百万円、EBITDAは前期比9.9％増の1,238百万円、セグメント利益は
前期比13.8％増の1,011百万円となりました。
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②設備投資の状況
　当連結会計年度に実施いたしました当社グループの設備投資の総額は10,521百
万円であり、その主なものは、生産効率化及び品質向上を目的とした生産機械設備
の増設であります。

③資金調達の状況
　当連結会計年度における資金調達は、自己資金のほか金融機関からの借入金をも
って充当いたしました。

④事業の譲渡、吸収分割または新設分割の状況
　該当事項はありません。

⑤他の会社の事業の譲受けの状況
　該当事項はありません。

⑥吸収合併または吸収分割による他の法人等の事業に関する権利義務の承継の状況
　該当事項はありません。

⑦他の会社の株式その他の持分または新株予約権等の取得または処分の状況
　該当事項はありません。
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摘　要 2019年度
第38期

2020年度
第39期

2021年度
第40期

2022年度
第41期

（当連結会計年度）

売上高（百万円) 53,160 47,016 57,358 66,725

経常利益（百万円) 2,142 2,504 5,109 4,040

親会社株主に帰属する
当期純利益(百万円) 1,621 2,631 3,744 2,900

1株当たり当期純利益(円) 32.64 52.96 75.37 58.38

総資産（百万円) 45,502 47,846 53,412 68,061

純資産（百万円) 18,775 20,771 23,978 26,596

⑵　直前3事業年度の財産及び損益の状況

（注）「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年3月31日）等を第40期の期
首から適用しており、第40期以降に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後
の数値となっております。

⑶　重要な親会社及び子会社の状況
①親会社の状況

　当社には該当する親会社はありません。

②親会社等との間の取引に関する事項
イ　取引をするに当たり当社の利益を害さないように留意した事項

　当社は親会社等（当社主要株主及びその近親者）が所有する会社との間で
「事務所等の賃借」「社用車の購入」等の取引を実施しておりますが、当該取
引をするに当たっては、当該取引の必要性及び取引条件が第三者との通常の取
引と著しく相違しないこと等に留意し、合理的な判断に基づき、公正かつ適正
に決定しております。

ロ　取引が当社の利益を害さないかどうかについての取締役会の判断及びその理由
　当社は、独立社外取締役ならびに監査役から当社経営に対する適切な意見を
得ながら、また、必要に応じ、当社と利害関係のない第三者より当該取引が当
社の少数株主にとって不利益なものでないと判断する旨の意見を得たうえで、
取締役会において多面的な議論を経て、当該取引の実施の可否を決定しており
ます。事業運営に関しては、取締役会を中心とした当社独自の意思決定に基づ
き業務執行をしており、上場会社としての独立性を確保しながら、適切に経営
及び事業活動を行っております。

ハ　取締役会の判断が社外取締役の意見と異なる場合の社外取締役の意見
　該当事項はありません。
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会 社 名 資 本 金 議 決 権 比 率 主な事業内容
百万円 ％

昭和ＫＤＥ株式会社 2,820 100.0 硝子長繊維用原料、耐火
物、混和材、農薬原料の製
造・販売

株式会社キョウデンプレシジョン 100 100.0 プレス、成形、板金、ユニ
ット組立、基板実装組立

百万タイバーツ
KYODEN (THAILAND)CO.,LTD. 823 100.0

(100.0)
プリント配線板の製造・販
売

③重要な子会社の状況

（注）当社の議決権比率の（　）は、間接所有を示す内数であります。

④事業年度末日における特定完全子会社の状況
　当社には該当する子会社はありません。

⑷　対処すべき課題
①電子事業

　国内では、当社独自の「ワンストップソリューション」（プリント配線板の設
計・製造・実装から意匠・機構部品加工・組立までを内製）の機能をベースに、引
き続き国内の少量多品種領域における拡販やコスト競争力の強化及び生産能力の増
強を図ってまいります。海外ではタイ工場の多層基板の生産能力増強や品質改善に
努めることにより収益力の強化に取り組んでまいります。
　また、次世代通信規格(５Ｇ)を背景とした、通信機器・インフラ関連、車載市場
におけるＥＶ化等、様々な分野で市場拡大が見込まれており、これらの市場に対す
る新製品の技術開発・製造技術体制の強化により技術競争力の向上を図り、試作分
野からの取込・拡販を行い収益性の強化を図ってまいります。

②工業材料事業
既存商品の拡販、品質改良とコスト・技術競争力の強化、原料調達ソースの多様

化、優秀な人材の確保と育成に継続的に努めるとともに、将来の基幹製品を育成す
べく、長年培ってきた無機鉱物に関するノウハウと生産設備を活用した新販路の開
拓・新製品の導入やシナジーの期待できる企業との提携による業容の拡大に取り組
んでまいります。また、昨今の原材料価格・エネルギーコスト・物流費等の高騰に
対して、生産性の向上や経費圧縮等の自助努力に加え、お客様の理解を得ながら価
格改定を進めてまいります。

　株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご支援とご協力を賜りますようお願
い申しあげます。
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事業内容 主要製品等

電子事業 プリント配線板設計・製造・実装、メカ・ユニット組立

工業材料事業 硝子長繊維用原料、耐火物、混和材、農薬原料、各種金
属・鉱産物等の加工

⑸　主要な事業内容（2023年3月31日現在）

会　社　名 事業所名（所在地）

当社
本社　：　長野県上伊那郡箕輪町
営業所：　仙台、東京、中部（名古屋市）、大阪
工場　：　本社、東北（いわき市）、大阪（泉大津市）

昭和ＫＤＥ株式会社 本社　：　東京都品川区
工場　：　安芸津（東広島市）

株式会社キョウデンプレシジョン 本社　：　静岡県伊豆の国市
工場　：　本社

KYODEN(THAILAND)CO.,LTD. 本社　：　タイ王国チョンブリ
工場　：　本社

⑹　主要な営業所及び工場（2023年3月31日現在）
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事業の種類別
セグメントの名称 使用人数 前連結会計年度末比増減

電子事業 2,159名 59名増

工業材料事業 276名 7名減

全社（共通） 60名 5名増

合計 2,495名 57名増

使用人数 前事業年度末比増減 平均年齢 平均勤続年数

1,024（320）名 65名増（31名増） 42.1歳 9.8年

⑺　使用人の状況（2023年3月31日現在）
①企業集団の使用人の状況

（注）全社（共通）として、記載されている使用人数は、特定のセグメントに区分できない管理部門に所属
しているものであります。

②当社の使用人の状況

（注）使用人数は就業員数（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含んでおりま
す。）であり、臨時雇用者数（パートタイマー、人材会社からの派遣社員、季節工を含んでおりま
す。）は（　）内に年間の平均人員を外数で記載しております。

借　入　先 借 入 残 高

コミット型シンジケートローン（注）1 5,999百万円

シンジケート方式によるコミットメントライン（注）2 5,000百万円

株式会社横浜銀行 2,240百万円

株式会社三井住友銀行 1,731百万円

株式会社八十二銀行 1,110百万円

⑻　主要な借入先の状況（2023年3月31日現在）

（注）1．当社は、資本効率の向上を図りつつ、必要な時に運転資金の効率的な調達を行うため、取引銀行
9行とコミットメントライン契約をそれぞれ締結しております。

2．当社は、資本効率の向上を図りつつ、必要な時に運転資金の効率的な調達を行うため、取引銀行
11行とコミットメントライン契約をそれぞれ締結しております。

⑼　その他企業集団の現況に関する重要な事項
該当事項はありません。
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①発行可能株式総数 200,000,000株
②発行済株式の総数 52,279,051株
③株主数 9,358名

株　主　名 持　株　数 持株比率

株式会社クラフト 17,189千株 34.59％

橋本　浩 14,985千株 30.16％

株式会社日本カストディ銀行（信託口４） 1,437千株 2.89％

株式会社商工組合中央金庫 907千株 1.82％

キョウデン従業員持株会 420千株 0.84％

株式会社三井住友銀行 332千株 0.66％

三宅　司郎 308千株 0.61％
株式会社横浜銀行
（常任代理人　株式会社日本カストディ銀行） 300千株 0.60％

山沢　滋 276千株 0.55％

天野　謙二郎 261千株 0.52％

2．会社の現況
⑴　株式の状況（2023年3月31日現在）

④大株主（上位10名）

（注）1． 当社は、自己株式を2,592,955株保有しておりますが、上記大株主からは除外しております。
2． 持株比率は自己株式を控除して計算しております。

⑵　新株予約権等の状況(2023年3月31日現在）
①当社役員が保有している職務執行の対価として交付された新株予約権の状況

　該当事項はありません。

②当事業年度中に職務執行の対価として使用人等に対し交付した新株予約権の状況
　該当事項はありません。

③現に発行している新株予約権
　該当事項はありません。
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氏　　名 会社における地位、担当及び重要な兼職の状況
永沼　　弘 代表取締役社長

上山　　晃 取締役（営業統括本部長　兼　事業推進統括本部長）

菅沼　　弘幸 取締役
KYODEN (THAILAND) CO.,LTD.　Managing Director

長谷川　洋二 取締役
弁護士法人長谷川洋二法律事務所　代表、弁護士
タカノ㈱　取締役（監査等委員）

大矢　　博 常勤監査役

細川　　清史 監査役
伊那バス㈱　監査役

清水　　純一 監査役

氏名 異動前 異動後 異動年月日

永沼　弘 常務取締役　基板統括本部長　
兼　技術開発本部長 代表取締役社長 2022年11月11日

森　清隆 代表取締役社長 取締役　営業統括本部長 2022年11月11日

上山　晃
取締役　営業統括本部長 取締役　事業推進統括本部長 2022年11月11日

取締役　事業推進統括本部長 取締役　営業統括本部長　兼　
事業推進統括本部長 2023年2月8日

⑶　会社役員の状況
①取締役及び監査役の状況（2023年3月31日現在）

（注）1． 取締役長谷川洋二氏は、社外取締役であります。
2． 監査役細川清史氏及び清水純一氏は、いずれも社外監査役であります。
3． 監査役大矢博氏は当社の業務に長年従事し、当社事業に対する幅広い知識・知見と実績を有することか

ら、監査役細川清史氏及び清水純一氏は、金融機関における豊富な経験から財務及び会計に関する相当
程度の知見を有しております。

4． 当事業年度における役員の地位及び担当等の異動は次のとおりであります。

5． 当社は、取締役長谷川洋二氏、監査役細川清史氏及び清水純一氏を東京証券取引所の定めに基づく独立
役員として指定し、同取引所に届け出ております。

6． 当社は、社外取締役長谷川洋二氏及び各監査役との間で、会社法第427条第1項の規定に基づき、同法第
423条第1項の損害賠償責任を限定する契約を締結しており、当該契約に基づく損害賠償責任の限度額
は、法令が定める額としております。

7． 当社は、法令に定める監査役の員数を欠くこととなる場合に備え、補欠監査役を1名選任しております。
補欠監査役　　佐藤　信祐
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氏　　名 退任日 退任事由 退任時の地位、担当及び
重要な兼職の状況

森　清隆 2022年12月31日 辞任 取締役　営業統括本部長

②事業年度中に退任した取締役

③役員等賠償責任保険契約の概要等
　当社は、保険会社との間で、当社と会社法に基づく子会社全ての役員等（当事業年度中に
在任していた者を含む）を被保険者とする、会社法第430条の3第1項に規定する役員等賠償
責任保険契約を締結しており、保険料は全額当社が負担しております。
　当該保険契約の内容の概要は、被保険者である対象役員が、その職務の執行に関し責任を
負うこと又は当該責任の追及に係る請求を受けることによって生ずることのある損害を当該
保険契約により保険会社が補填するものであり、1年ごとに契約更新しております。

④取締役及び監査役の報酬等
イ　役員報酬等の内容の決定に関する方針等

　当社は2021年2月10日開催の取締役会において、取締役の個人別の報酬等の
内容に係る決定方針を決議しております。取締役会は、当事業年度に係る取締役
の個人別の報酬等について、委任をうけた代表取締役社長が社外取締役の助言を
得たうえで決定したため、当該決定方針に沿うものであると判断しております。
取締役の個人別の報酬等の内容に係る決定方針の内容は次のとおりであります。
1．基本方針

　当社の取締役の報酬は、会社の業績や経営内容、個々の職責と実績、経済情勢
等を総合的に勘案して、適正な水準とすることを基本方針とし、2021年2月10日
現在において、業績連動報酬ならびに非金銭報酬等（譲渡制限付株式報酬、等）
の採用は行わず、固定報酬のみで構成するものとする。役員報酬は株主総会が決
定する報酬総額の限度内において、取締役会にて担当職務、業績、貢献度、等を
総合的に勘案し協議した後、最終的に代表取締役社長が決定するものとする。

2．基本報酬（金銭報酬）の個人別の報酬等の額の決定に関する方針
（報酬等を与える時期または条件の決定に関する方針を含む）
　当社の取締役の個人別の基本報酬は、月例の固定報酬とし、役位、職責、在任
年数に応じて、当社の業績、従業員給与の水準を考慮しながら、総合的に勘案し
て決定するものとする。なお、取締役の報酬限度額は、1996年6月28日開催の定
時株主総会において年額200百万円以内（ただし、使用人分給与は含まない）と
決議されており、その範囲内とする。

3．取締役の個人別の報酬等の内容に係る決定方法に関する方針
　個人別の報酬額については、取締役会決議に基づき代表取締役社長がその具体
的内容について委任をうけるものとし、その権限の内容は、各取締役の基本報酬
の額とする。取締役会は、当該権限が代表取締役社長によって適切に行使される
よう、社外取締役の助言を得たうえで決定するものとする。
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区　　分 支給人員 報酬等の総額
報酬等の種類別の総額

基本報酬 業績連動
報酬等

非金銭
報酬等

取締役 6名 80百万円 80百万円 － －
監査役 3名 12百万円 12百万円 － －

合　　計 9名 92百万円 92百万円 － －

ロ　当事業年度に係る報酬等の総額

（注）1． 取締役の支給人員は、2022年6月23日付で退任した取締役1名及び2022年12月31付で退任した取締役
1名を含んでおります。

2． 取締役の支給額には、使用人兼務取締役の使用人分給与は含まれておりません。
3． 上記支給額のうち、社外取締役1名及び社外監査役2名の報酬の合計額は基本報酬8百万円であります。
4． 取締役の報酬限度額は、1996年6月28日開催の定時株主総会において年額200百万円以内（ただし、使

用人分給与は含まない）と決議いただいております。当該株主総会終結時点の取締役の員数は6名です。
5． 監査役の報酬限度額は、1997年6月28日開催の定時株主総会において年額15百万円以内と決議いただ

いております。当該株主総会終結時点の監査役の員数は5名です。
6． 取締役会は、代表取締役永沼弘に対し各取締役の基本報酬の額の決定を委任しております。委任した理

由は、当社全体の業績等を勘案しつつ各取締役の担当部門について評価を行うには代表取締役が適して
いると判断したためであります。
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区　　分 氏　　名 重要な兼職先 重要な兼職先と
当社との関係

社外取締役 長谷川　洋二
弁護士法人長谷川洋二法律事務所
代表、弁護士
タカノ㈱　取締役（監査等委員）

当社は長谷川洋二氏が代表
を務める弁護士法人長谷川
洋二法律事務所との間で個
別案件ごとに訴訟代理人を
委任することがあります
が、取引高は過去3事業年
度の平均で年間10百万円を
超えない金額と僅少であ
り、同氏の独立性に影響を
与えるものではないと判断
しております。

社外監査役
細川　　清史 伊那バス㈱　監査役 重要な取引その他の関係は

ありません。

清水　　純一 該当事項はありません。 該当事項はありません。

区　　分 氏　　名 主な活動状況及び期待される役割に関して行った職務の概要

社外取締役 長谷川　洋二
当事業年度に開催された取締役会10回のすべてに出席し、法律の
専門家としての知識や経験に基づき適宜発言を行っております。
また、監査役会に定期的に出席し、監査役との連携を図るととも
に、経営トップとの意見交換を積極的に行っております。

社外監査役

細川　　清史
当事業年度に開催された取締役会10回、監査役会14回のすべて
に出席し、長年にわたる金融機関における知識や経験に基づき適
宜発言を行っております。

清水　　純一
当事業年度に開催された取締役会10回、監査役会14回のすべて
に出席し、金融機関の経営者としての知識や経験に基づき適宜発
言を行っております。

⑤社外役員に関する事項
イ　重要な兼職先と当社との関係

ロ　当事業年度における主な活動状況
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支　払　額

当事業年度に係る会計監査人としての報酬等の額 46百万円

当社及び子会社が会計監査人に支払うべき金銭その他の財
産上の利益の合計額 83百万円

⑷　会計監査人の状況
①名称　　　　　有限責任監査法人トーマツ
②報酬等の額

（注）1． 当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監
査の監査報酬等の額を区分しておらず、また実質的にも区分できませんので、当事業年度に係る
会計監査人としての報酬等の額にはこれらの合計額を記載しております。

2． 当社の重要な子会社のうち、KYODEN(THAILAND)CO.,LTD.は、当社の会計監査人以外の監査
法人による監査を受けております。

3． 監査役会は、取締役、社内関係部署及び会計監査人より必要な資料の入手、報告を受けたうえ
で、会計監査人の監査計画の内容、会計監査の職務遂行状況、報酬見積もりの算出根拠について
確認し、審議した結果、これらについて適切であると判断したため、会計監査人の報酬等の額に
ついて同意しております。

③会計監査人の解任または不再任の決定方針
　監査役会は、会計監査人の職務の執行に支障がある場合等、その必要があると判
断した場合は、株主総会に提出する会計監査人の解任または不再任に関する議案の
内容を決定いたします。
　また、会計監査人が会社法第340条第1項各号のいずれかに該当すると認められ
る場合は、監査役全員の同意に基づき会計監査人を解任いたします。この場合、監
査役会が選定した監査役は、解任後最初に招集される株主総会において、会計監査
人を解任した旨と解任の理由を報告いたします。

⑸　剰余金の配当等の決定に関する方針
　当社は、株主の皆様に対する利益還元を経営の最重要課題の一つと位置付けており
ます。このような観点から、剰余金の配当等の決定につきましては、将来の事業展開
と経営体質の強化のために必要な内部留保を確保しつつ、安定した配当を継続してい
くことを基本方針としております。
　また、当社は会社法第459条第1項に基づき、取締役会の決議をもって剰余金の配
当等を行うこととしており、当期の期末配当につきましては、前述の方針と2023年
3月期の業績を踏まえ、1株につき20円とすることを2023年5月15日開催の取締役
会において決議いたしました。
　なお、次期の利益配当金につきましては、1株につき12円を見込んでおります。
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（2023年3月31日現在）
(単位：百万円)

資 産 の 部 負 債 の 部
科 目 金 額 科 目 金額

流動資産

現金及び預金

受取手形

売掛金

契約資産

電子記録債権

商品及び製品

仕掛品

原材料及び貯蔵品

その他

貸倒引当金

固定資産

(有形固定資産)

建物及び構築物

機械装置及び運搬具

土地

リース資産

建設仮勘定

その他

(無形固定資産)

(投資その他の資産)

投資有価証券

繰延税金資産

その他

貸倒引当金　

42,734

7,895

1,252

15,784

23

3,539

4,158

3,881

5,342

1,001

△143

25,326

(22,962)

6,623

6,900

4,143

660

4,156

477

(264)

(2,099)

220

1,461

578

△160　

流動負債 30,784
支払手形及び買掛金 8,371
電子記録債務 1,651
短期借入金 12,700
一年内償還予定の社債 60
一年内返済予定の長期借入金 1,850
リース債務 276
未払法人税等 566
契約負債 11
賞与引当金 610
その他 4,686

固定負債 10,679
長期借入金 7,215
リース債務 284
繰延税金負債 134
役員退職慰労引当金 6
退職給付に係る負債 2,885
その他 153

負債合計 41,464
純 資 産 の 部

株主資本 26,730
資本金 4,358
資本剰余金 4,174
利益剰余金 18,689
自己株式 △491

その他の包括利益累計額 △259
その他有価証券評価差額金 48
為替換算調整勘定 △308
退職給付に係る調整累計額 1

非支配株主持分 124
純資産合計 26,596

資産合計 68,061 負債・純資産合計 68,061

連 結 貸 借 対 照 表
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（ 自 2022年 4 月 1 日
至 2023年 3 月31日 ）

（単位：百万円）
科 目 金 額

売上高 66,725
売上原価 55,988

売上総利益 10,737
販売費及び一般管理費 6,510

営業利益 4,226
営業外収益

受取利息及び配当金 32
受取賃貸料 15
為替差益 75
固定資産売却益 44
その他 83 251

営業外費用
支払利息 79
支払手数料 20
支払補償費 260
固定資産除却損 23
その他 54 438

経常利益 4,040
税金等調整前当期純利益 4,040
法人税、住民税及び事業税 1,250
法人税等調整額 △137 1,113
当期純利益 2,927
非支配株主に帰属する当期純利益 26
親会社株主に帰属する当期純利益 2,900

連 結 損 益 計 算 書
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（2023年3月31日現在）
(単位：百万円)

資 産 の 部 負 債 の 部
科 目 金 額 科 目 金 額

流動資産
現金及び預金
受取手形
売掛金
電子記録債権
商品及び製品
仕掛品
原材料及び貯蔵品
前払費用
短期貸付金
未収入金
その他
貸倒引当金

固定資産
(有形固定資産)
建物
構築物
機械及び装置
車両運搬具
工具、器具及び備品
土地
リース資産
建設仮勘定

(無形固定資産)
ソフトウェア
その他

(投資その他の資産)
投資有価証券
関係会社株式
破産更生債権等
繰延税金資産
その他
貸倒引当金　

21,758
3,470
715
8,330
3,202
1,354
1,641
985
146
1,383
170
359
△1

23,195
(14,270)
3,032
406
4,261
24
108
2,194
340
3,901
(131)
122
9

(8,793)
28

7,289
31

1,110
495

△160　

流動負債 17,436
支払手形 218
買掛金 2,293
電子記録債務 1,506
短期借入金 8,050
一年内償還予定の社債 60
一年内返済予定の長期借入金 1,850
リース債務 171
未払金 2,003
未払費用 797
未払法人税等 140
未払消費税等 34
賞与引当金 185
その他 125

固定負債 9,230
長期借入金 7,215
リース債務 174
退職給付引当金 1,778
その他 61

負債合計 26,666
純 資 産 の 部

株主資本 18,278
資本金 4,358
資本剰余金 4,174
資本準備金 3,159
その他資本剰余金 1,015

利益剰余金 10,237
利益準備金 125
その他利益剰余金 10,111
繰越利益剰余金 10,111

自己株式 △491
評価・換算差額等 9
その他有価証券評価差額金 9
純資産合計 18,287

資産合計 44,953 負債・純資産合計 44,953

貸　借　対　照　表
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（ 自 2022年 4 月 1 日
至 2023年 3 月31日 ）

（単位：百万円）

科 目 金 額

売上高 36,545

売上原価 31,694

売上総利益 4,850

販売費及び一般管理費 3,285

営業利益 1,565

営業外収益

受取利息及び配当金 416

受取賃貸料 15

為替差益 65

その他 92 590

営業外費用

支払利息 52

支払手数料 11

支払補償費 260

固定資産除却損 22

その他 37 383

経常利益 1,772

税引前当期純利益 1,772

法人税、住民税及び事業税 424

法人税等調整額 △105 318

当期純利益 1,453

損　益　計　算　書
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独立監査人の監査報告書

指 定 有 限 責 任 社 員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 大　枝　和　之

指 定 有 限 責 任 社 員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 小　堀　一　英

2023年5月22日
株式会社　キョウデン
　取 締 役 会 　御 中

有限責任監査法人　トーマツ
　 長 野 事 務 所

　
監査意見
　当監査法人は、会社法第444条第4項の規定に基づき、株式会社キョウデンの2022年4月1日
から2023年3月31日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損
益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表について監査を行った。
　当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計
の基準に準拠して、株式会社キョウデン及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に
係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行っ
た。監査の基準における当監査法人の責任は、「連結計算書類の監査における監査人の責任」に
記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結
子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査
法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容
　その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内
容を作成し開示することにある。また、監査役及び監査役会の責任は、その他の記載内容の報告
プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
　当監査法人の連結計算書類に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、
当監査法人はその他の記載内容に対して意見を表明するものではない。
　連結計算書類の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程に
おいて、その他の記載内容と連結計算書類又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要
な相違があるかどうか検討すること、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重
要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。
　当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合
には、その事実を報告することが求められている。
　その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

連結計算書類に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結
計算書類を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない連結計算書類を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運
用することが含まれる。

連結計算書類に係る会計監査報告
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　連結計算書類を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結計算書類を作成す
ることが適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の
基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任が
ある。
　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行
を監視することにある。

連結計算書類の監査における監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結計算書類に不正又は誤
謬による重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立
の立場から連結計算書類に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により
発生する可能性があり、個別に又は集計すると、連結計算書類の利用者の意思決定に影響を与え
ると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通
じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リ
スクに対応した監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断によ
る。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・　連結計算書類の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではな
いが、監査人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するため
に、監査に関連する内部統制を検討する。

・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会
計上の見積りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・　経営者が継続企業を前提として連結計算書類を作成することが適切であるかどうか、ま
た、入手した監査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は
状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重
要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において連結計算書類の注記事項に注意を喚
起すること、又は重要な不確実性に関する連結計算書類の注記事項が適切でない場合は、連
結計算書類に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監
査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継
続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　連結計算書類の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会
計の基準に準拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた連結計算書類の表
示、構成及び内容、並びに連結計算書類が基礎となる取引や会計事象を適正に表示している
かどうかを評価する。

・　連結計算書類に対する意見を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する十
分かつ適切な監査証拠を入手する。監査人は、連結計算書類の監査に関する指示、監督及び
実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査意見に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過
程で識別した内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められ
ているその他の事項について報告を行う。
　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する
規定を遵守したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻
害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講じている場合はその内容について報告を行
う。

利害関係
　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記
載すべき利害関係はない。

以　上
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独立監査人の監査報告書

指 定 有 限 責 任 社 員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 大　枝　和　之

指 定 有 限 責 任 社 員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 小　堀　一　英

2023年5月22日
株式会社　キョウデン
　取 締 役 会 　御 中

有限責任監査法人　トーマツ
　 長 野 事 務 所

　
監査意見
　当監査法人は、会社法第436条第2項第1号の規定に基づき、株式会社キョウデンの2022年4
月1日から2023年3月31日までの第41期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計
算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書（以下「計算書類等」とい
う。）について監査を行った。
　当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の
基準に準拠して、当該計算書類等に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において
適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行っ
た。監査の基準における当監査法人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記
載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立し
ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明
の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容
　その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内
容を作成し開示することにある。また、監査役及び監査役会の責任は、その他の記載内容の報告
プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
　当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当
監査法人はその他の記載内容に対して意見を表明するものではない。
　計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程にお
いて、その他の記載内容と計算書類等又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相
違があるかどうか検討すること、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な
誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。
　当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合
には、その事実を報告することが求められている。
　その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

計算書類等に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算
書類等を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い計算書類等を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。

計算書類に係る会計監査報告
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　計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成するこ
とが適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準
に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任があ
る。
　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行
を監視することにある。

計算書類等の監査における監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬
による重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の
立場から計算書類等に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生
する可能性があり、個別に又は集計すると、計算書類等の利用者の意思決定に影響を与えると合
理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通
じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リ
スクに対応した監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断によ
る。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・　計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではない
が、監査人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するため
に、監査に関連する内部統制を検討する。

・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会
計上の見積りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・　経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、
入手した監査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況
に関して重要な不確実性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な
不確実性が認められる場合は、監査報告書において計算書類等の注記事項に注意を喚起する
こと、又は重要な不確実性に関する計算書類等の注記事項が適切でない場合は、計算書類等
に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日
までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業とし
て存続できなくなる可能性がある。

・　計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計
の基準に準拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構
成及び内容、並びに計算書類等が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうか
を評価する。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過
程で識別した内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められ
ているその他の事項について報告を行う。
　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する
規定を遵守したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻
害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講じている場合はその内容について報告を行
う。

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関
係はない。

以　上
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監　査　報　告　書
　当監査役会は、2022年4月１日から2023年3月31日までの第41期事業年度の取
締役の職務の執行に関して、各監査役が作成した監査報告書に基づき、審議の上、本
監査報告書を作成し、以下のとおり報告いたします。

1．監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容
⑴監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の実施状況及
び結果について報告を受けるほか、取締役等及び会計監査人からその職務の執行
状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。
⑵各監査役は、監査役会が定めた監査の方針、職務の分担等に従い、電話回線又は
インターネット等を経由した手段も活用しながら、取締役、内部監査部門その他
の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努めるととも
に、以下の方法で監査を実施しました。
①取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行
状況について報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧
し、本社及び主要な事業所において業務及び財産の状況を調査いたしました。
また、子会社については、子会社の取締役及び監査役等と意思疎通及び情報の
交換を図り、必要に応じて子会社から事業の報告を受けました。
②事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合すること
を確保するための体制その他株式会社及びその子会社から成る企業集団の業務
の適正を確保するために必要なものとして会社法施行規則第100条第1項及び
第3項に定める体制の整備に関する取締役会決議の内容及び当該決議に基づき
整備されている体制（内部統制システム）について、取締役及び使用人等から
その構築及び運用の状況について報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見
を表明いたしました。なお、財務報告に係る内部統制については、取締役等及
び有限責任監査法人トーマツから当該内部統制の評価及び監査の状況について
報告を受け、必要に応じて説明を求めました。
③事業報告に記載されている会社法施行規則第118条第5号イの留意した事項及
び同号ロの判断及び理由については、取締役会その他における審議の状況等を
踏まえ、その内容について検討を加えました。
④会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視
及び検証するとともに、会計監査人からその職務の執行状況について報告を受
け、必要に応じて説明を求めました。また、会計監査人から｢職務の遂行が適
正に行われることを確保するための体制｣（会社計算規則第131条各号に掲げ
る事項）を「監査に関する品質管理基準」（2005年10月28日企業会計審議
会）等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めまし
た。

監査役会の監査報告
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なお、監査上の主要な検討事項については、会計監査人と協議を行うととも
に、その監査の実施状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めまし
た。

　以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書
類（貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附
属明細書並びに連結計算書類（連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等
変動計算書及び連結注記表）について検討いたしました。

2．監査の結果
⑴事業報告等の監査結果
①事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示
しているものと認めます。

②取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大
な事実は認められません。
③内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。ま
た、当該内部統制システムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執
行についても、財務報告に係る内部統制を含め、指摘すべき事項は認められま
せん。
④事業報告に記載されている親会社等との取引について、当該取引をするに当た
り当社の利益を害さないように留意した事項及び当該取引が当社の利益を害さ
ないかどうかについての取締役会の判断及びその理由について、指摘すべき事
項は認められません。

⑵計算書類及びその附属明細書の監査結果
　会計監査人有限責任監査法人トーマツの監査の方法及び結果は相当であると認
めます。
⑶連結計算書類の監査結果
　会計監査人有限責任監査法人トーマツの監査の方法及び結果は相当であると認
めます。

常勤監査役 大　矢　　　博 ㊞
社外監査役 細　川　清　史 ㊞
社外監査役 清　水　純　一 ㊞

2023年5月24日
株式会社キョウデン　監査役会

以　上

以　上
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候補者番号 1
　

なが
永

 

　
ぬま
沼

 

　
 

　
 

　
ひろし
弘 (1964年1月17日生) 再任

　
略歴、当社における地位及び担当

    1982年    4月 ㈱三協精機入社
    1987年    1月 当社入社
    2001年    4月 製造本部PCB製造部長
    2011年    5月 取締役TSP製造本部長
    2012年    10月 取締役製造本部長
    2018年    4月 取締役基板統括本部長

2021年  7月 常務取締役基板統括本部長
2022年  6月 常務取締役基板統括本部長　兼　技術開発本部長
2022年11月 代表取締役社長（現任）

　

所有する
当社株式の数

4,100株

重要な兼職の状況
－
取締役候補者とした理由
永沼弘氏は、長年にわたり当社グループ電子事業の製造部門を牽引してきた人物であり、現在は最高経営
責任者の立場において、国内外の子会社の経営に携わるなど豊富な経験と当社における経営全般に関する
知見を発揮していることから、引き続き取締役候補者といたしました。

株主総会参考書類

第1号議案　取締役6名選任の件
　2022年12月31日をもって取締役1名が退任し、本総会終結の時をもって現任の取締役4名
全員は任期満了となります。つきましては、取締役6名の選任をお願いするものであります。
　取締役候補者は、次のとおりであります。
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候補者番号 2
　

かみ
上

 

　
やま
山

 

　
 

　
 

　
あきら
晃 (1973年7月19日生) 再任

　
略歴、当社における地位及び担当

    2000年    4月 グレイス住販㈱入社
    2000年    11月 当社入社
    2015年    2月 KYODEN (THAILAND) CO.,LTD.　Director
    2020年    6月 当社　取締役営業統括本部長　兼　海外営業部長
    2021年    4月 当社　取締役営業統括本部長

2022年11月 当社　取締役事業推進統括本部長
2023年    2月 当社　取締役営業統括本部長　兼

事業推進統括本部長（現任）
　

所有する
当社株式の数

－株

重要な兼職の状況
－
取締役候補者とした理由
上山晃氏は、これまで当社グループ電子事業の営業業務に長く携わり、海外子会社の役員として経営に参
画するなど海外事業部門において多大な貢献をしております。豊富な業務経験と高いマネジメント能力を
有しており、当社の取締役会の意思決定機能を強化することが期待されるため、引き続き取締役候補者と
いたしました。

候補者番号 3
　

すが
菅

 

　
ぬま
沼

 

　
ひろ
弘

 

　
ゆき
幸 (1965年2月20日生) 再任

　
略歴、当社における地位及び担当

    1983年    4月 ロジテック㈱入社
    1987年    7月 当社入社
    2019年    1月 KYODEN (THAILAND) CO.,LTD.　Managing Director

（現任）
2021年    6月 当社　取締役（現任）

　

所有する
当社株式の数

4,120株

重要な兼職の状況
KYODEN (THAILAND) CO.,LTD.　Managing Director
取締役候補者とした理由
菅沼弘幸氏は、これまで当社グループ電子事業の製造、生産技術、品質保証業務に長く携わり、海外子会
社の役員として経営に参画するなど海外事業部門において多大な貢献をしております。豊富な業務経験と
高いマネジメント能力を有しており、当社の取締役会の意思決定機能を強化することが期待されるため、
引き続き取締役候補者といたしました。

－ 26 －



候補者番号 4
　

おか
岡

 

　
もと
本

 

　
 

　
 

　
みつる
満 (1970年1月24日生) 新任

　
略歴、当社における地位及び担当

1992年  4月 当社入社
2009年  4月 当社　事業推進本部営業本部副本部長
2011年  5月 当社　営業統括本部TSP営業本部長
2011年  6月 当社　取締役TSP営業本部長
2013年  4月 当社　取締役営業本部長
2019年  4月 当社　取締役西日本営業部長
2019年10月 ㈱キョウデンプレシジョン　専務取締役（現任）

　

所有する
当社株式の数

－株

重要な兼職の状況
㈱キョウデンプレシジョン　専務取締役
取締役候補者とした理由
岡本満氏は、営業部門における豊富なマネジメント経験を有しており、国内子会社の経営に携わるなど当
社グループ電子事業の営業部門において多大な貢献をしております。これらの知見を当社の取締役会の意
思決定に反映させるために、新たに取締役候補者といたしました。

候補者番号 5
　

なか
中

 

　
ばやし
林

 

　
けん
健

 

　
いち
一 (1970年2月6日生) 新任

　
略歴、当社における地位及び担当

1990年  4月 当社入社
2017年  4月 KYODEN (THAILAND) CO.,LTD.　Director
2021年10月 当社　経営推進本部副本部長
2023年  1月 当社　管理本部副本部長（現任）

　

所有する
当社株式の数

－株

重要な兼職の状況
－
取締役候補者とした理由
中林健一氏は、電子事業において管理部門の業務に長く携わり、海外子会社の役員として経営に参画する
など、当社事業に対する幅広い知識・知見と実績を有しております。当社の取締役会の意思決定機能を強
化することが期待されるため、新たに取締役候補者といたしました。

－ 27 －



候補者番号 6
　

は
長

せ
谷

がわ
川

 

　
よう
洋

 

　
じ
二 (1952年12月9日生) 再任 社外 独立

　
略歴、当社における地位及び担当

    1979年    3月 司法研修所卒業
    1979年    4月 西武セゾングループ社内弁護士
    1981年    4月 長野県弁護士会登録
    1991年    11月 当社　監査役
    2015年    6月 社外取締役（現任）

　

所有する
当社株式の数

－株

重要な兼職の状況
弁護士法人長谷川洋二法律事務所　代表
タカノ㈱　取締役（監査等委員）
社外取締役候補者とした理由及び期待される役割の概要
長谷川洋二氏は、社外取締役ならびに社外監査役となること以外の方法で会社経営に関与された経験はあ
りませんが、弁護士として豊富な経験と高い見識を有し、また当社の社外監査役としての経験から当社を
深く理解していただいております。この見識と経験を活かし、経営判断におきまして高度かつ専門的な助
言、指導等、またコーポレート・ガバナンスの強化を含めた当社の経営全般を監督いただけることを期待
できることから、社外取締役としての業務を適切に遂行できるものと判断したため、引き続き社外取締役
候補者といたしました。

－ 28 －



（注）1． 各候補者と当社との間に特別の利害関係はありません。
2． 長谷川洋二氏は社外取締役候補者であります。
3． 社外取締役候補者長谷川洋二氏は現に当社の社外取締役であり、その就任してからの年数は、本

総会の終結の時をもって8年であります。また、それ以前の同氏の当社の監査役（社外監査役）
としての在任期間は、23年7ヶ月であります。

4． 当社は、長谷川洋二氏を東京証券取引所の定めに基づく独立役員として届け出ておりますが、同
氏が原案どおりに選任された場合、引き続き独立役員として届け出る予定であります。

5． 当社は長谷川洋二氏との間で、会社法第427条第1項の規定に基づき、善意でかつ重大な過失が
ないときには、会社法第423条第1項の損害賠償責任を法令の定める限度まで限定する契約を締
結しております。同氏が原案どおりに選任された場合、当社は、同氏との間で当該契約を継続す
る予定であります。

6． 当社は、保険会社との間で、当社と会社法に基づく子会社全ての役員等（当事業年度中に在任し
ていた者を含む）を被保険者とする、会社法第430条の3第1項に規定する役員等賠償責任保険
契約を締結しており、保険料は全額当社が負担しております。当該保険契約の内容の概要は、被
保険者である対象役員が、その職務の執行に関し責任を負うこと又は当該責任の追及に係る請求
を受けることによって生ずることのある損害を当該保険契約により保険会社が補填するものであ
り、1年ごとに契約更新しております。各候補者が選任され取締役に就任されますと、当該保険
契約の被保険者となります。

－ 29 －



候補者番号 1
　

み
三

 

　
よし
好

 

　
たか
隆

 

　
よし
義 (1961年5月31日生) 新任

　
社外

　
略歴、当社における地位

1985年  4 月 ㈱横浜銀行入行
2014年  4 月 同行　執行役員横浜駅前支店長　兼

　　　横浜中央ブロック営業本部長
2016年  6 月 浜銀ファイナンス㈱　常務取締役
2019年  6 月 ジャストオートリーシング㈱　常務取締役
2022年  7 月 ㈱エルグ　代表取締役（現任）

　

所有する
当社株式の数

－株

重要な兼職の状況
㈱エルグ　代表取締役
社外監査役候補者とした理由
三好隆義氏は、金融機関における豊富な経験や幅広い見識を有し、経営の客観性や中立性重視の観点から
当社の経営を監査するとともに、的確な助言を行っていただけることが期待できるため、新たに社外監査
役候補者といたしました。

候補者番号 2
　

よし
吉

 

　
だ
田

 

　
 

　
 

　
たけし
剛 (1957年2月25日生) 新任

　
社外

　
略歴、当社における地位

1980年  4 月 ㈱北陸銀行入行
2016年  6 月 同行　取締役常務執行役員石川地区事業部本部長
2017年  6 月 同行　取締役専務執行役員営業推進本部副本部長　兼

　　　東京地区事業部本部長
2019年  6 月 ㈱北陸カード　代表取締役会長
2022年  6 月 同社　顧問（現任）

　

所有する
当社株式の数

－株

重要な兼職の状況
㈱北陸カード　顧問
社外監査役候補者とした理由
吉田剛氏は、金融機関における豊富な経験や幅広い見識を有し、経営の客観性や中立性重視の観点から当
社の経営を監査するとともに、的確な助言を行っていただけることが期待できるため、新たに社外監査役
候補者といたしました。

第2号議案　監査役2名選任の件
　本総会終結の時をもって監査役細川清史氏及び清水純一氏は任期満了となりますので、
監査役2名の選任をお願いするものであります。なお、本議案については、監査役会の同
意を得ております。
　監査役候補者は、次のとおりであります。

－ 30 －



（注）1． 各候補者と当社との間に特別の利害関係はありません。
2． 三好隆義氏及び吉田剛氏は、社外監査役候補者であります。
3． 当社は、三好隆義氏及び吉田剛氏が原案どおりに選任された場合、東京証券取引所の定めに基づ

く独立役員として届け出る予定であります。
4． 各候補者が原案どおりに選任された場合、当社は各候補者との間で、会社法第427条第1項の規

定に基づき、善意でかつ重大な過失がないときには、会社法第423条第1項の損害賠償責任を法
令の定める限度まで限定する契約を締結する予定であります。

5． 当社は、保険会社との間で、当社と会社法に基づく子会社全ての役員等（当事業年度中に在任し
ていた者を含む）を被保険者とする、会社法第430条の3第1項に規定する役員等賠償責任保険
契約を締結しており、保険料は全額当社が負担しております。当該保険契約の内容の概要は、被
保険者である対象役員が、その職務の執行に関し責任を負うこと又は当該責任の追及に係る請求
を受けることによって生ずることのある損害を当該保険契約により保険会社が補填するものであ
り、1年ごとに契約更新しております。各候補者が選任され監査役に就任されますと、当該保険
契約の被保険者となります。

以上

－ 31 －



株主総会会場ご案内図
長野県上伊那郡箕輪町大字中箕輪8288番地1
IPHキョウデンハウス　デビューテホール
ＴＥＬ　0265－79－0022

国道153号線

153号線バイパス

至名古屋

JR伊那松島

長野銀行

IPHキョウデンハウス

ローソン

至東京
中央道伊北インター

○ＪＲ飯田線　伊那松島駅下車　徒歩7分
○中央道伊北インターより車10分
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